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【要約】
Coronal reformatted CT images contributes to 
the precise evaluation of the radiofrequency 
ablative margin for hepatocellular carcinoma
（多断面再構築画像を用いたラジオ波焼灼療法の治
療効果判定の検討）
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【目的】肝細胞癌（HCC）の局所再発を制御するため
に，ラジオ波焼灼療法（RFA）による十分な ablative
margin（AM）の確保は重要である．しかし，RFA 前後
の dynamic CT では，呼吸変動などにより時にスライ
スが異なる事があり，水平断面像（axial 画像）の評
価のみでは RFA 後の効果判定に苦慮する事を少なか
らず経験する．我々は RFA の効果判定において多断面
再構築画像における冠状断面像（coronal 画像）を水
平断面像（axial 画像）と併用する事の有用性につい
て検討を行った．
【方法】2009 年 10 月から 2010 年 9 月までに当院に
て HCC に対して RFA を行った 122 症例のうち，２年以
上経過観察可能であった66症例95結節を解析対象と
した．局所再発の有無を golden standard として，経
過観察中に局所再発を認めた症例を AM なし，局所再
発を認めない症例を AM ありとした．2 名の放射線科
医と１名の HCC 治療を専門とする医師により，axial
画像のみ，axial＋coronal 画像の各画像セットに対
して読影実験を行った．RFA 後の dynamic CT の AM を
AM-sufficient(≧5mm)または AM-insufficient(＜
5mm)の２段階で評価し,AM 不十分に対する感度，特異
度，陽性的中率，陰性的中率を検出した．
【結果】各 reader での AM-sufficient と評価した結
節数はaxial画像のみでは56結節/49結節/58結節で
あったのに対して，axial＋coronal 画像では 47 結節
/33 結節/48 結節であった．各 reader 間における読影
の一致率は良好であった．また AM 不十分に対しての
感度，特異度，陽性的中率，陰性的中率は axial 画像
のみでは 64%/60%/17%/93%であり，axial＋coronal
画像では 95%/50%/20%/97%であった．
【結語】多断面再構築画像を用いて AM 評価を行う事
は，RFA 後の治療効果判定として有用と考える．
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